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概要報告書

注）上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全研究財団
では、記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。

202 年度

事業種別 県域安全事業 

団 体 名 特定非営利活動法人 風の家

事 業 名 矯正施設出所者の社会生活維持のための宿所提供事業

当施設は、昼間は日勤の職員が、夜間は宿直員が利用者の自立へ向けた支援を

行っている。生活保護を受給する利用者は、生活保護の手続きや賃貸住宅・リサイク

ル業者への訪問、医療機関等へ行くため日中不在の人が多く、就労している人は仕

事が終わり施設へ遅く帰ってくるため、日勤職員は利用者と十分に接触出来ず利用者

の状況を把握でき難い面がある。

一方夜間は利用者が宿直員と出会う機会は多く必然的に日々の困り事などの相談

を宿直員にすることが多くなる。それでなくても夜になると、規則違反の飲酒や、利用

者間トラブル、病態の急変といったことにしばしば対応しなければならず宿直員への負

荷は大きいものがある。

こうした宿直員の活動によって、無事に就労を継続し、賃貸住宅に住み、退所後も

当施設と繋がりを持ち孤立せず健全に社会で生活を送れることに寄与していることを

考えると、この宿直業務は不可欠であり、今後も宿直業務は継続していく必要があると

考えている。

※活動状況のわかる写真を添付してください

居室での面談
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